A study on the evaluation of peer leaders' support activities in the First-Year Program at a local private university. by MIYAHASHI, Sayuri
１．研究の背景と目的
近年、日本の大学がユニバーサル段階を迎えたこと
に伴い、学生の基礎学力や学習意欲の低下に対応する
取り組みが多くの大学で行われるようになってきた。
そのうちの一つとしてリーダー学生が在学生たちに支
援的にかかわる、ピア・サポート活動やピア・リー
ダー・システムと呼ばれる学生による相互支援の試み
が行われている。ピア・サポート活動は、「意図的に選
出された学生が、他の学生のニーズに応じて支援をお
こなう営み」と定義され(谷川、2012)、そのような活
動に従事する学生は、ピア・チューター、ピア・アド
バイザー、アカデミック・コーチ、ヘルス・エデュケー
ターなどと呼ばれ大学の様々な場所で活躍しているが
(Latino＆Unite,2012；谷川、2012)、本稿ではピア・
サポート活動のために、選考された後、養成された学
生のことを「ピア・リーダー」という呼称で統一する。
日本学生支援機構の調査によれば、「ピア・サポート等、
学生同士で支援する制度」の実施率は、日本の大学全
体で35.6％にものぼる。(日本学生支援機構、2011)
米国の大学におけるピア・リーダーは当初、寮生活
やオリエンテーションプログラムで出現し、現在でも
そのような場面で多くの役割を果たしている。しかし
その他にも、学生活動、職業紹介センター、宗教セン
ター、カウンセリングセンター、アドバイスプログラ
ム、危機への介入などのリーダーシップポジション、
１年生のセミナーの相互指導者などに導入されてい
る。先行研究によれば、彼らの役割は多岐にわたり、
個人のメンター、組織やコミュニティのリーダー等の
役割に加えて、ロールモデル、パーソナルサポート機
能、助言・紹介機能、学業での成功や学習のコーチ、
人生のコーチといった役割をもつ(Shook＆Keup
2012)。そのような役割によって、ピア・リーダー・シ
ステムは、高校から大学への移行、満足度、学習とア
カデミックなパフォーマンス、学生生活の継続等にも
肯定的に影響しうることが明らかにされている。
また、日本でもピア・サポートの取り組みは、新入
生サポートや授業支援、学生相談、就職支援などの領
域で取り入れられている(小貫・森・泉谷・川島、2012；
中川・津嘉山・島・三橋 2012)。川島(2013)では、ピ
ア・サポートを実施した大学の多くがその効果につい
て肯定的な理解を示していることが指摘されている。
そこで本研究では、大学教育において多様化する学
生に対応した教育システムや教育内容・教育方法をど
のように構築するのか、という実践的な問題関心から、
初年次教育の一環としてピア・リーダーが新入生への
サポート活動を実施した結果、１年生がピア・リーダー
との関わりをどのように評価しているのかについて明
らかにすることを目的とする。そのため、学生数およ
そ1200名の、地方都市にあるA私立大学で行われてい
る初年次教育とそこで活動しているピア・リーダーを
事例として検討する。まず、彼らが実際にサポート活
動として従事する初年次教育のカリキュラムについて
説明する。また、ピア・リーダーがどのような養成プ
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ログラムを受け、選考されていくのかについて整理す
る。次に、１年生がピア・サポート活動そのものや、
それが自分にもたらしたものについてどのように捉え
ているのかという点に注目した調査結果を分析する。
特に、グループインタビュー調査を用いて１年生に話
を聞くことで、質問紙調査では聞き取れない具体的な
評価を聞くことを調査目的とした。最後に、調査結果
をもとにピア・リーダーの評価について検討し、今後
の課題について明らかにする。
２．初年次教育カリキュラムとピア・リーダー養成プ
ログラムの概要
A私立大学において初年次教育カリキュラムは2010
年度から導入された。基礎教養科目38単位を初年次カ
リキュラムと位置づけ、そのうち「初年次セミナー＆
キャンパス・コミュニティ・スタディーズ(Ⅰ・Ⅱ)」、
「初年次基礎演習A(Ⅰ・Ⅱ)」の２つの演習科目をその
中心としている。この２つの演習科目は、「クラスター」
と呼ばれる20名以下の小規模クラスで実施され、教員
１名よって１年間担当される。この「クラスター」に
は、１年生と教員をサポートするピア・リーダーと呼
ばれる上級生が２、３名つき、教員と一緒に１年間サ
ポート活動を担当する。
ピア・リーダーとは、初年次教育における新入生の
サポートと他の在学生のサポートを目的として設置さ
れた役割であり、養成を受けた後、認定された学生に
よって担われる。ピア・リーダーの認定は１年間と期
限が決まっているため、継続を希望する学生も専用の
養成プログラムを履修することが義務づけられる。
ピア・リーダー養成のためのプログラムは、前年度
の後期開講の授業(２単位)としてカリキュラム内に設
定されており、養成プログラムの目的は、①ピア・リー
ダーとしての自覚を持つこと、②リーダーとしての基
本的な力である、コミュニケーション力、人間関係形
成や調整のための力を高めることにある。新規希望者
のクラスと継続希望者のクラスに分けて養成プログラ
ムを開講し、両クラスとも２名の教員がティーム
ティーチングで指導し、かつ目的に応じて講師を招聘
している。
彼らの公式な仕事は、「初年次セミナー＆キャンパ
ス・コミュニティ・スタディーズⅠ」という科目名で
実施する入学式後１週間のオリエンテーションでの新
入生のサポート、「初年次セミナー＆キャンパス・コ
ミュニティ・スタディーズⅡ」という科目名で後期に
実施するメジャーガイダンスとクリスマス・プロジェ
クトにおける新入生のサポート、オープンキャンパス
時の学生スタッフの３つであり、それ以外の仕事には
ほとんどがボランティアとして参加している。
新規希望者対象の養成プログラムは、主にコミュニ
ケーションスキルと人間関係づくりに関する内容を扱
い、実践的に知識が習得できるよう体験的手法を用い
ている(表２)。例えば、コミュニケーションスキルに
関する回では、自己概念がコミュニケーションに及ぼ
す作用などの基礎的な知識の講義と、自己概念に関す
る気づきを促すグループワークを組み合わせている
(表２の９回目に実施)。
また、毎年認定されるピア・リーダーの約半数は継
続者であり、継続希望者対象の養成プログラムは、ワー
クショップ型研修によるコミュニケーションスキルの
育成だけでなく、継続希望者が新規希望者を対象にア
イスブレイクを教える等の実習型研修も実施してい
る。養成プログラム担当の教員が行う公式の研修以外
にも、具体的なオリエンテーションでの動きの打ち合
わせや、障害のある学生への対応についての研修、ピ
ア・リーダー継続者が中心となって自主的な研修会も
行われている。
さらに、養成プログラムに含まれる最後の宿泊研修
は、野外体験活動や演劇的手法を取り入れ、チームワー
クやリーダーシップに関する気づきを促すプログラム
を採用している。具体的には、2012年度以降に実施し
た全希望者対象の２泊３日の宿泊研修では、特別講師
として演劇コースの教員を迎え、演劇的手法によるコ
ミュニケーション力の育成とチームワーク形成等の講
座を実施した。加えて、継続希望者の経験を生かして
彼らが自主的に話し合う時間を取り、ピア・リーダー
としての心得や倫理観に関する話し合いを実施し、オ
リエンテーション期間に気をつけるべき注意事項につ
いて合意形成を行なったり、ピア・リーダーとしての
行動倫理を取り決めたりした。また、継続希望者が前
年度に経験した事例をもとに、ケース・スタディを実
施するなど、経験者を中心とする学生同士の学び合い
を生かした研修を行うことで、新入生をサポートする
ための資質と能力の育成を目指している。
これらの養成プログラムの後半には、担当教員によ
る個人面談を実施し、次年度のピア・リーダーとして
本当にやっていきたいかどうか、決意を聞く機会を設
けている。特に新規希望者の中には、オリエンテーショ
基礎教養科目 必修科目基礎教養科目 必修科目科目種
初年次基礎演習ⅠA初年次セミナー＆キャン
パス・コミュニティ・スタ
ディーズⅠ
科目名
表１：演習科目の特徴
１単位１単位単位数
前期15回(週１回)入学式後の５日間のオリ
エンテーション期間
(最終日に１泊２日の宿泊
研修あり)
実施期間
クラスターアドバイザー
(教員)
クラスターアドバイザー
(教員)授業担当
１年生１年生受講者
演習形式(20名以下)演習形式(20名以下)授業形態
①大学生活への適応の援助
②スタディスキルの育成
③クラスター内の関係性
の維持と発展
円滑な大学生活への移行
を可能にするため、クラス
ター内の関係性を構築す
ること。
授業目的
ボランティアとして参加
(希望者のみ)
必ず参加ピア・
リーダー
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ン時の楽しそうなピア・リーダーの姿をイメージして
養成プログラムを受ける学生も多く、宿泊研修や先輩
ピア・リーダーからの話を聞く機会によって、その仕
事の大変さを認識し、辞退する者が出てくる。また継
続希望者の中にも、当初は継続を希望していても、養
成プログラム後半では留学やボランティア活動等のピ
ア・リーダー以外の活動を優先すべく辞退する者も出
てくる。そのため、個人面談では学生たちの進路希望
や学修状況をふまえて話を聞き、次年度１年間ピア・
リーダーとしてやっていけるかどうかを、担当教員と
話し合う場となっている。
個人面談後、ピア・リーダー任命候補者全員が、学
長と副学長によるグループ面接を経て、ピア・リーダー
として任命される。例えば、2013年度ピア・リーダー
として任命された学生は、56名であり、そのうち新規
希望者は31名、継続希望２年目が17名、継続希望３年
目が８名であった。彼らはその資質、性格、経験年数
等を考慮した２、３名の組み合わせでペアを組み、ペ
アごとにクラスターに配置される(表３)。
以上のような養成プログラムを終えたピア・リー
ダーたちは、３月中旬に認定を受けた後、４月に入学
してくる新入生をサポートするための準備に取りかか
る。新入生は、入学式後からクラスターと呼ばれる少
人数クラスに振り分けられ、その後５日間で行われる
オリエンテーションに参加することになる。このオリ
エンテーションは先述した通り、「初年次セミナー＆
キャンパス・コミュニティ・スタディーズⅠ」という
初年次教育の必修授業となっており、新入生が大学生
活に円滑に適応できるよう、各クラスター内での関係
づくりを目的にしている。
備考主な授業担当者概要回
ピア・リーダーの仕事について確認担当教員によるTTオリエンテーション1
ピア・リーダー同士の関係づくり(担当教員は監督)ピア・リーダー継続者(３年目)アイスブレイク(以下IBと表記)①2
表２：新規希望者対象の養成プログラム(2012年度後期実施)
ピア・リーダー同士の関係づくり(担当教員は監督)ピア・リーダー継続者(３年目)IB②3
「建学の精神」の理解促進のため特別講師「建学の精神」理解講座4
互いに笑えるような活動で抑制を取り除く活動のこと担当教員によるTTディインヒビタイザー5
信頼関係づくりに関する基礎知識と体験的な学習担当教員によるTTトラスト6
チームワーク、リーダーシップに関する基礎的知識と体験活動担当教員によるTTイニシアティブ7
ピア・リーダー継続者も参加担当教員、ピア・リーダー継続者スポーツによる交流会8
コミュニケーションに関する基礎的知識と体験的な学習担当教員によるTTコミュニケーションスキル①9
コミュニケーションに関する基礎的知識と体験的な学習担当教員によるTTコミュニケーションスキル②10
「建学の精神」の理解促進のため特別講師「建学の精神」理解講座11
コミュニケーションに関する基礎的知識と体験的な学習担当教員によるTTコミュニケーションスキル③12
コンセンサス、チームワーク等の内容に関する体験学習、ピ
ア・リーダーの役割に関する研修(１月中旬に実施)
担当教員２名とピア・リーダー継続者
(３年目)全員
宿泊を伴う研修(１泊２日)13
担当教員２名による個別面談を行っている間、他の者は別室で
IBをピア・リーダー継続者から習う。
個人面談：担当教員２名
IB研修：ピア・リーダー継続者(２年
目)による実習
個人面談 ╱IB研修
14
担当教員２名による個別面談を行っている間、他の者は別室で
IBをピア・リーダー継続者から習う。
個人面談：担当教員２名
IB研修：ピア・リーダー継続者(２年
目)による実習
個人面談 ╱IB研修
15
担当教員２名による個別面談を行っている間、他の者は別室で
IBをピア・リーダー継続者から習う．
個人面談：担当教員２名
IB研修：ピア・リーダー継続者(２年
目)による実習
個人面談╱IB研修
16
担当教員２名による個別面談を行っている間、他の者は別室で
IBをピア・リーダー継続者から習う．
個人面談：担当教員２名
IB研修：ピア・リーダー継続者(２年
目)による実習
個人面談╱アイスブレイク研修
17
担当教員によるTTまとめ18
チームワーク、コミュニケーションに関する演劇型ワーク
ショップ、サポート活動に関するケース・スタディ等(２月中旬
に実施)
担当教員２名、演劇コース担当教員1
名とピア・リーダー継続者全員
宿泊を伴う研修(２泊３日)
19
計継続３年目継続２年目新規経験年数
認定者認定者希望者認定者希望者認定者希望者
4141412010年度
38182120292011年度
5099171824292012年度
56810172131452013年度
521112212920372014年度
表３：ピア・リーダー希望者と認定者
51
和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要 №25 2015
このクラスターは、オリエンテーション終了後は演
習クラスとして機能し、このクラスで大学生としての
学び方やプレゼンテーションやレポート作成のスキル
習得に関する演習授業が行われる。ピア・リーダーの
うち、自分の履修すべき授業がない者で希望する者は、
ボランティアとしてクラスターでの演習授業に参加
し、授業運営を補助する場合もある。2013年度は、20
クラスターのうち毎回ピア・リーダーが授業に参加し
ているのは８クラスター、半期に数回教員の依頼があ
る時のみ参加しているのが３クラスターであった。彼
らの授業補助については研修で扱っていないため、担
当教員の指示に従うことが主な役割となる。その都度
打ち合わせを行い、どういう補助が必要かを指示され
るピア・リーダーもいれば、欠席者への連絡やプリン
トの配布などの事務的なことを手伝っているだけのピ
ア・リーダーもいる。
３．サポートを受けた１年生へのグループインタビュー調査
本調査では、入学後のオリエンテーション期間と、
その後の初年次基礎演習Aでの授業を中心とした機会
に、１年生はピア・リーダーから具体的にどのような
サポートや関わりを受けているのかについて、１年生
にグループインタビュー調査を行った。１年生の「な
まの声」をとらえ、単独インタビューでは得られない
「ダイナミックな情報」を得ることが可能となるグ
ループインタビューの手法が適していると考え、グ
ループインタビュー法を用いてデータを収集し分析を
行った。
⑴調査対象者
調査協力者は、A私立大学に入学後すぐの４月のオ
リエンテーション期間から７月まで継続的にピア・
リーダーと関わっている１年生、計15名(男性５名、女
性10名)である。調査は協力者を２グループに分け、
2013年７月10日に第一グループの７名(男性３名、女性
４名)、2013年７月16日に第二グループの８名(男性２
名、女性６名)を対象に、２日間で行った。
⑵リクルート方法
調査協力者を選ぶにあたり、１年生向けのオリエン
テーションと演習授業を担当している20名の教員のう
ち、ピア・リーダーが毎回か、あるいは時々、演習授
業に参加しているクラスターの教員をまず選んだ。該
当する11人の教員のうち４名から、週１回の演習授業
への出席率が８割以上の学生を３～５名ずつ紹介して
もらった。そのうち、調査の目的を理解し、調査への
協力依頼に同意した15名を対象とした。
⑶調査方法
なお、インタビュー調査の実施前に、調査協力者の
１年生からは調査結果を研究に利用することについて
書面で同意を得て、筆者が所属する機関の倫理審査を
経ている。またインタビューを始める前には、この調
査の倫理的配慮について再度説明し、協力者の了解を
得た。
本調査では、調査協力者が安心して話ができるよう、
すでに顔見知りである同クラスの学生たちを同じグ
ループにするよう配慮した。また、情報を漏れなく整
理するために、音声録音とビデオ撮影を行うことに同
意を得てから、機材を設置した。所要時間は、第一・
第二グループとも１時間程度とし、参加者の話しやす
い雰囲気づくりのために、調査の前に簡単な自己紹介
を兼ねたアイスブレイクを実施するなどの配慮をし
た。
インタビューの内容は、①ピア・リーダーの存在を
どうとらえているか、②ピア・リーダーの関わり方は
どのようなものか、③ピア・リーダーからどのような
影響を受けているか、の３点に関する対象者の意識に
ついて、半構造化法により設定した。
⑷分析方法
ICレコーダーに録音された記録から正確な逐語録
を作成した。観察記録による参加者の反応を加味し、
テーマと照合して重要な言葉(重要アイテム)を抽出し
た。例えば、「仲いい友達にも悩んどることとかも表に
出さんと分かってもらえてないというか、分からんよ
うにしてるのに、絶対気付いてくれる」という発言か
ら、?悩みに気づく>という重要アイテムを抽出した。
重要アイテムの抽出には、第三者に検討を依頼し、意
見が分かれた部分については協議、修正をおこなった。
このように抽出した重要アイテムを各グループで類型
化し、カテゴリーを抽出した。重要アイテムとカテゴ
リーは整理し、複合分析を行った。
４．結果
ピア・リーダーの存在、関わり方、彼らから受けた
影響について、調査対象者たちが語った内容から、第
一グループでは83個、第二グループでは55個の重要ア
イテムを抽出した。それらの重要アイテムを類型化し、
カテゴリーに集約した(表４)。以後、重要アイテムは
?>、逐語データは「」、カテゴリーは《》、の記号を用
いて記述する。
「初めての授業のときとかに、全然ほかの人と話し
できんかったりしたときからも、すごい明るく話しか
けてきてくれて、その話にクラスターのメンバーとか
が入ってきて」、「最初、入学してすぐは緊張してたけ
ど、ピアの人が気さくに話しかけてくれたからこっち
からも話しかけやすかった」、「はじめの頃は、クラス
ターで移動とかしよる時に、どうしてもはじめは一人
とかで歩いたりとかしよる時に、ピアの人が来てくれ
て話しかけてくれたりした時に、全然気持ちが軽くな
りました。」「緊張してる時とかも話しかけてくれて、
クラスターの雰囲気を和ませてくれて」、「ピア・リー
ダーの方がすごい盛り上げてくれて『喋れるな』みた
いな空気にしてくれたのが一番嬉しかった」などの発
言から、?友人づくりの支援>、?対人関係の緊張緩和>、
?孤立者への声かけ>、?雰囲気を和らげる>、?盛り上
げる>などの重要アイテムが得られた。これらの重要
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アイテムは《コミットメントへの支援》と集約された。
「大学生活が楽しいと思えるのはピア・リーダーの
人のおかげだなと思ってます」、「１年生の時入った
ばっかりで不安だったので、オリエンテーションとか
通して、大学生活になじめました」、「授業の内容とか、
こんな先生いるよみたいなんとか、全部聞けるんで、
その不安がのいたような感じですごい楽な気持ちにな
りました。学校になじみやすかったです」などの発言
から、?大学の楽しさ実感>、?大学生活への適応>、?大
学への適応>などの重要アイテムが抽出された。これ
らの重要アイテムは《大学適応へのきっかけ》と集約
された。
「(履修登録のとき)ピアさんがこうすればいいん
じゃないのってすごく丁寧に教えてくれて、副担任み
たいな感じだなと思って」、「履修登録の時に全然わか
らんかったんですけど、ピアの先輩が丁寧に教えてく
ださったので安心して」、「履修とかすごいわかんなく
て不安だったんですけど、ピアリーダーの人たちがい
たお陰で、たぶん、先生一人というよりも、だいぶス
ムーズに進んだので、すごく良かったと思います」な
どの発言から、?副担任のよう>、?履修登録時の丁寧な
指導>、?先生一人よりスムーズに進行>などの重要ア
イテムが得られた。これらの重要アイテムは《アカデ
ミック・メンター》と集約された。
「作業しているときとかもみんなに目配って状況を
見てくれてたりして、困っている人いたら助けに来た
りとかしてくれます」、「パワーポイントでいろいろ制
作してたら、頑張ってたら褒めてくれますし、アドバ
イスをくれたり、ここはこういうふうにしたほうがい
いよと言ってくださる」、「課題はこんなふうにやるん
だよという感じの授業のアドバイスをしてくれます」
などの発言から、?授業中の目配り>、?困っている人へ
の援助>、?課題へのアドバイス>などの重要アイテム
が抽出された。これらの重要アイテムは《演習授業の
補助》と集約された。
「学生からの目線でこうしたほうがええんじゃな
い?みたいな指導してくださったりとかは、すごい良
かった」、「やっぱり先輩なんで、レポートとかやって
きた過程とか、こうしたほうが分かりやすいとか、自
分の経験談を言ってくれる」、「生徒として普段学校で
生活している人しかわからないようなことをいっぱい
教えてくれて。そこは先生はできないことがピアの人
たちはできるので、いいな、と思いました」などの発
言から、?先輩としての経験談>、?学生目線からの話>、
?先生にはできないこと>などの重要アイテムが得ら
れた。これらの重要アイテムは《身近な経験者》と集
約された。「ピア・リーダーと接してみてすごい頼りに
なったと思います」、「『何かわからないことがあったら
気軽に聞いて』って、あらかじめ言ってくれてるから、
聞ける存在があるのも安心できる」、「ピア・リーダー
さんがいることで聞きやすい存在があったら、だいぶ
安心感かな、全然違うなって思います」、「しっかり先
生に対しても自分たちのクラスターに対してもいろい
ろ意見を言ってくれるんで、すごく見習いたい」、「やっ
ぱりクラスターみんなをまとめるような力があるなと
思った」などの発言から、?頼りになる>、?聞ける存在
が安心>、?意見が言える>、?みんなをまとめる>など
の重要アイテムが得られた。これらの重要アイテムは
《頼れる存在》と集約された。
「例えばちょっと体調悪そうな顔をしてたら、『大丈
夫?』って声掛けてくれたり」、「オリエンテーション通
してピア・リーダーに対して思ったことは、相手から
話しかけられてこっちも気やすく喋られる関係という
か、なんでも相談できる、みたいな関係」、「とりあえ
カテゴリー
重要アイテム
グループ２グループ１
コミットメントへの支援話しかけやすい、話しかけてくれる、声をかけてくれる、
知り合いになりやすい、孤立者への声かけ、対人関係の
緊張緩和、雰囲気を和らげる、盛り上げる、雰囲気の転換
声をかけやすい、話しかけてくれる、挨拶する、連絡を
くれる、親睦を深める支援、友人関係を広げる支援、友
人づくりの支援、空気を明るくしてくれる
表４：ピア・リーダーの働きとその影響に関する２グループの重要アイテムとその集約結果
大学適応へのきっかけ大学生活に馴染めた、大学が楽しいと思える不安をなくしてくれる、大学に馴染みやすい
アカデミック・メンター履修登録時の丁寧な指導、大学の案内、学年歴について
聞けた、先生一人よりスムーズに進行
履修登録の指導、副担任のよう、もう一人の先生、大人、
演習授業の補助授業の雰囲気を和ませてくれた、発表の手本、先生のサ
ポート、わからないことを教えてくれる、課題へのアド
バイス
パワーポイントの手本、パワーポイント作成のアドバイ
ス、学生目線からのアドバイス、授業中の目配り、困っ
ている人への援助、課題へのアドバイス、文章作成への
アドバイス
身近な経験者先生にはできないこと、聞きやすい先輩、知り合いの先
輩がいるという安心感、
先輩としての経験談、学生目線からの話、授業や履修に
関する不安の緩和、先輩との貴重な交流、
頼れる存在聞ける存在が安心、ひっぱってくれる、うまく進めてく
れる
頼りになる、昔からの知り合いのような親しみ、引っ張っ
てくれる、みんなをまとめる、行動力がある、意見が言
える
相談相手何でも相談できる、話ができる、質問できる、話やすい、
気やすい、困ったときの相談相手
何でも相談できる、悩みに気づく、親切、親身、心配、
気遣い、大学生活への不安の緩和
遊び相手交遊、会食、イベント企画、交遊、アパートの片づけの
手伝い
将来像へのモデルよい手本、意欲喚起、将来の目標への段階提示、憧れ、見習いたい、よい手本、将来の目標への段階提示、
道しるべ、将来への見通しの提示
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ずわからんことがあったら、まずはピア・リーダーの
人にLINEっていう感じです」、「大学内で会って話し
たり、『部活どうなの?』とか聞いてくれたり」などの
発言から、?悩みに気づく>、?なんでも相談できる>、
?困ったときの相談相手>、?気遣い>などの重要アイ
テムが得られた。これらの重要アイテムは《相談相手》
と集約された。
「たまに食堂で一緒に、クラスターの何人かと飯食っ
たり、あとは休日は遊びに行ったりとかします。ピア
と」、「この前も休日にクラスターの人何人か連れて遊
びに来てくれたんですけど、そのときにアパートの片
づけを手伝ってもらったり」、「こんなイベントあるよ
みたいな感じで教えてくれたり」などの発言から、?交
遊>、?会食>、?アパートの片づけの手伝い>、?イベン
ト企画>などの重要アイテムが得られた。これらの重
要アイテムは《遊び相手》と集約された。
「将来なりたいものを、ピア・リーダーの人とは違
うけど、自分やったらこうなりたいからこうしてい
くっていうことを、目標に向かうための踏む段階を説
明してくれた」、「それでも学科が違ったりとかで全く
そのとおりに行くわけじゃないですけど、結構道しる
べになりますね」、「ピア・リーダーの影響と考えると、
自分もピア・リーダーみたいなことをしよう、みたい
な」、「ピア・リーダーっていう方と接していくうちに、
２年、３年とこの学校に通いつめている方たちと接せ
れるわけですから、やっぱり自分の将来なりたいもの
に向かってる人たちの姿っていうのを見るのはいいこ
とだな、と思います」、「自分も前みたいに先生につい
ていくだけじゃなくて、大学生としての自覚を持って
自分で学んでいって、やりたいこととか答えを見出し
ていかないかんと、影響されました。ちょっと手本み
たいな。」などの発言から、?将来の目標への段階提示>、
?道しるべ>、?見習いたい>、?よい手本>、?意欲喚起>
などの重要アイテムが抽出された。これらの重要アイ
テムは《将来像へのモデル》と集約された。
５．本研究の結果の考察
⑴養成プログラムと関連のある評価
先述した通り、ピア・リーダー養成プログラムの目
的は、①ピア・リーダーとしての自覚を持つこと、②
リーダーとしての基本的な力である、コミュニケー
ション力、人間関係形成や調整のための力を高めるこ
とであった。グループインタビューの結果として、《コ
ミットメント支援》、《大学適応へのきっかけ》、《アカ
デミック・メンター》、《身近な経験者》、《頼れる存在》、
《相談相手》のカテゴリーに属する重要アイテムが得
られたことは、養成プログラムの意図や演習科目の設
定意図と一致した点として見なすことができる。《コ
ミットメント支援》や《大学適応へのきっかけ》カテ
ゴリーで見られるように、アイスブレイクやゲームを
使って１年生の緊張をほぐし、関係づくりのきっかけ
をつくることなどは、養成プログラムで経験したこと
であり、彼らの学習成果が発揮できた結果であると考
えられる。《アカデミック・メンター》カテゴリーで見
られる?履修登録の援助>などは、ピア・リーダーた
ちが自主的に実施している研修の成果だと言えよう。
また、《身近な経験者》、《頼れる存在》、《相談相手》
のカテゴリーで見られる重要アイテムのように、１年
生の相談に乗ったり、みんなをまとめたりすることも、
養成プログラムで培ったコミュニケーションスキルを
用いている可能性があり、学習成果と一致している点
だと考えられる。ピア・リーダーとしての経験を重ね
ていくことで、リーダー学生たちは、より養成プログ
ラムの内容を経験と結びつけて深めていることもわ
かっている(宮橋、2014)。「２年生はやっぱりまだ２人
で助け合ってる感じで自分たちのことを助けてくれる
けど、３年生の人は一人で全部背負いこんで、しっか
り先生に対しても自分たちのクラスターに対してもい
ろいろ意見を言ってくれる」という発言があるように、
それは１年生から見てもすぐに分かる違いである。
加えて、《頼れる存在》において分類された語りは、
ピア・リーダーたちが「引っぱってくれる」、「みんな
をまとめてくれる」といった力を発揮することについ
て、「すごいなと思った」、「さすがだな」といった感想
と共に言及されることが多かった。これらの力は、養
成プログラムの「チームワーク」や「イニシアティブ」
の回などで培ってきたものであり、その学習成果と一
致する点だと考えられる。１年生たちは、ピア・リー
ダーの姿を見て、自分たちとは違う、同じようにはで
きないことをしている人たちと認識していることがう
かがえた。そこには、大学生活の経験年数の違いがあ
ることだけでなく、ピア・リーダーとしての役割を与
えられた人に対して憧れや感服している様子が見られ
た。土屋(2010)によれば、学生スタッフにエントリー
する学生たちが、新入生合宿などでピア・サポートに
よる支援を受けて、一種の憧れを抱くことが指摘され
ているが、同様の効果が今回の事例でも見られること
がわかった。さらに今回の調査結果からは、学生スタッ
フやピア・リーダーになりたいという特定の学生たち
だけでなく、そういった役割を希望していない参加者
の１年生も憧れを抱いていることがうかがえた。
このような、自分たちとは異なる能力や振舞いに感
心し、そこに自身の将来像やモデルを見出している様
子は、ある種の効果として考えられるのではなかろう
か。すなわち、新入生たちがピア・リーダーの行動や
能力を「見習いたいと思った」と言及している様子か
ら、彼らがリーダーシップに対して抱く憧れや将来像
へのモデルとしてのとらえ方が、大学の諸活動への意
欲の向上につながっていくものと考えられる。それは
また、大学の諸活動そのものの活性化へとつながる可
能性をもつものでもある。１年生が《頼れる存在》や
《将来像へのモデル》に分類された重要アイテムにつ
いて言及し、感心したときの様子を話しているとき、
そのグループの他のインタビュー参加者も非常に賛同
していた様子は印象的であった。この可能性について
は、秦ら(2010)が指摘するように、リーダー学生の成
54
初年次教育におけるピア・リーダーのサポートとその評価
長が、それらのリーダーに率いられている他の学生た
ちを「引き上げる」というモデルの現実的な表れの一
種ではないかと考えられる。
しかし一方では、履修登録の時にピア・リーダーが
「学生目線で」提供する情報には判断に困るものもあ
る。例えば、「これが楽だから取っとったらとか、これ
はテストないよとか、ちょっと裏事情みたいなのを教
えてくれたり」という発言や、「『この授業は楽だよ』
みたいな、そういうのとかを教えてもらって、『この授
業の先生はおもしろいからためになるよ』みたいなの
とか、そんなんで履修登録の時は、ほんと、自分の中
で受けたい授業を受けれたと思う。『おもしろいよ』っ
て言われて受けたら結構おもしろかったし。」という発
言のように、教員側から見るとあまり適切ではないと
思われるようなアドバイスを受けたという発言は、２
つのインタビューグループで５人から得られた。こう
いった類いのアドバイスに関しては、養成プログラム
内で担当教員から、あまり適切ではないので気をつけ
るよう指導が行われているが、１年生のこれらの発言
からそういった指導が行き届いていないことも明らか
になった。その一方で、初めての履修登録で、何をど
ういった基準で選び履修すればいいのか分からないと
いう新入生にとって、ピア・リーダーの情報は非常に
ありがたいアドバイスだと見なされている様子がわか
る。ピア・リーダーという大学公認の立場にたつ学生
が、あまり適切でないアドバイスを行っている事実を
どのように扱うべきなのかについては、今後も検討を
要する問題であると考える。
⑵養成プログラムと関連しない評価
１年生たちの発言からは、《演習授業の補助》、《遊び
相手》、《将来像へのモデル》のカテゴリーの中に、養
成プログラムや研修の成果とは考えられない評価も見
られた。
まず《演習授業の補助》についてだが、例えば「パ
ワーポイントのときの、先輩のというか、手本にして
くれたじゃないですか。あれもさすがやなって。(読み)
原稿を作っとるけど、見ないで、聞いてる人に語り掛
ける感じがさすがだなって」という発言や、「文章書い
てたら、ここはちょっと直したほうがいいんじゃな
い?みたいな感じで指摘してくれたり」という発言は、
１年生向けの「初年次基礎演習ⅠA」という演習授業に
ボランティアで出席しているピア・リーダーについて
の語りだった。上述した養成プログラムや研修では、
授業補助に関する内容やパワーポイントや文章作成な
どのスタディスキルを向上させる内容は扱っていない
ため、ピア・リーダー自身の学修経験によっており、
すべてのピア・リーダーがこのような手本の提示やア
ドバイスができるわけではない。現に、今回の語りで
は、特定のピア・リーダーがそのような補助を行って
くれたと言及しているものもある。そのため、このカ
テゴリーにおける１年生の語りは、そのピア・リーダー
個人がもつスキルや能力によって可能となったサポー
ト活動を明らかにしている。
また、《遊び相手》というカテゴリーに分類された語
りは、ある１人のピア・リーダーを指して複数の１年
生から語られたものであることが分かっている。その
ピア・リーダーは、新規ピア・リーダーであり、２年
生になったばかりの学生で、１年生たちと年齢差が１
つしかない分、親しみやすいと考えられる。ピア・リー
ダー学生が、１年生とどのような関係性を築いている
のかについては、リーダー学生の個性や１年生との年
齢差によって異なることは経験的にわかっていたが、
《遊び相手》の語りにあるように、?アパートの片付け
の手伝い>等の１年生の生活に関わる部分でも親しい
関係性を築いていることが改めて明らかとなった。
さらに《将来像へのモデル》に分類された?道しる
べ>や?将来の目標への段階提示>などの重要アイテ
ムは、養成プログラムでは予期していない、重要な評
価だと考えられる。複数の１年生から、ピア・リーダー
との会話ややりとりによって、２年後３年後の見通し
が得られたといった発言が見られた。また、これらの
語りは２グループそれぞれから得られた上に、発言し
た１年生たちは異なるクラスターに属しているため、
そのモデルとなったピア・リーダーは異なる人物であ
り、そのような人物が複数存在したと考えられる。こ
れらの語りに見られるような《将来像へのモデル》は、
ピア・リーダー個人のもつビジョンや考え方、彼らが
努力して築いてきたものを、１年生が感じ取っている
のだろうと思われる。大学に入学して半年ほどしか
経っていなくても、１年生は将来どうやって生きて行
くかについて関心をもち、大学生活をどのように将来
へつなげていくのか、数年後の見通しを得たいと考え
ているのではなかろうか。そのような１年生は少なか
らず存在しており、彼らにとってピア・リーダーとの
出会いから将来の見通しが得られることは、意義深い
ものだったと考えられる。このような役割をピア・リー
ダーが果たしていることは、大学にとっても非常に好
ましい影響であり、学生へのキャリア支援やキャリア
教育に資する可能性があると考えられる。この点につ
いては、どのようなピア・リーダーとの出会いで１年
生がそのように思うに至ったのかについて、より詳細
な調査が必要であり、検討を要する課題である。
６．本研究の意義と課題
以上のように、本研究の事例では、初年次教育にお
いてピア・リーダーによるサポート活動を導入する試
みは、その目的に沿って機能していることが、１年生
による評価から明らかとなった。１年生はピア・リー
ダーとの関わりから、彼らに対して《コミットメント
支援》、《大学適応へのきっかけ》、《アカデミック・メ
ンター》、《身近な経験者》、《頼れる存在》、《相談相手》
といった機能を見出しており、これらの機能は先行研
究の指摘とも一致している。また、ピア・リーダーが
ボランティアとして行っている《演習授業の補助》と
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《遊び相手》といった養成プログラムでは意図してい
ない働きも評価されていること、加えて《将来像への
モデル》という養成プログラムでは予期できなかった
期待以上の機能も果たしていることがわかった。
しかし、養成プログラムで意図していない機能につ
いては、ピア・リーダーのもつ学修経験によるところ
が大きく、個人差が生じてくる部分でもある。ピア・
リーダーの選考や養成プログラムの拡充で、そういっ
た機能がより果たせるようになるのか、あるいは１年
生がより多くのピア・リーダーと出会う機会を提供す
る等の工夫で、そのような機能が果たせるのか、といっ
た点は今後の検討課題となるだろう。
また、「楽な授業」といった「学生目線」での情報提
供は、養成プログラム内では不適切であると指導され
ているが、実際には行われており、かつ１年生にとっ
てそれらの情報は有益だと見なされていることも明ら
かとなった。この点から、養成プログラムにおいては、
新入生のニーズに完全に応じることが彼らのためにな
るわけではない、ということをピア・リーダーたちに
理解させることが重要であることや、提供する情報が
倫理的・道徳的に適切かどうかを判断する力をどのよ
うに育成していくのか、という課題が見いだされた。
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